
目 標 達 成 計 画

評価日：平成26年  7月   1日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目  標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成状況（任意）

1 35
震災などにおいてのマニュアルはありますが、日
頃からの訓練、各ご利用者の状態に合わせた避
難の方法を考え実践していきたいです。

全員が、落ち着いてスムーズに対応していけ
る。

防災対策の中でも、火災・水害・地震と細かく分
けて考えていく。
月に一度の避難訓練で各ご利用者の状態に合
わせた避難の方法を考え実施してみる。

12 か月

マニュアル作成し職員が見える
所に掲示しており、自力で動け
ない方の避難方法を毛布を使
用したり、消防からアドバイスを
頂き検討しました。（８月まで継
続）

2 44
排泄面で、服薬に頼り自然排便が減ってきていま
す。

服薬だけに頼らずに自然排便が見られるよう
になる。

ご利用者の状態をアセスメントし生活の中で行え
る活動・腹部マッサージ・植物繊維を取り入れた
メニューの取り入れなど工夫し取り入れていく。

12 か月

朝一で冷たい飲み物、ヨーグル
トを飲まれたりして排泄の見ら
れる事もありますが、まだ服薬
に頼っている事があります。
（８月まで継続）

3 52
会話の中で季節などが解りにくくなっている方が
増えている。

日頃の生活の中でも季節感を感じて頂ける。

共有スペースに季節感のある物を飾ってみたり
日常の会話の中に、季節に合った昔ながらの行
事の話を取り入れ教えて頂きながら一緒に楽し
む。

12 か月

一緒に季節の物を創作するこ
とで昔の過ごし方や方言などを
教えて下さり、畑で採れた季節
の野菜を使っての料理などで
生き生きとした表情も見られま
した。

4 か月

5 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップへ向けて取り組む目標を職員一同で話し合いながら作成します。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り
組む具体的な計画を記入します。

目標達成に
要する期間

事業所名　グループホームむく　1階

作成日　：　平成　25年　8月　　1日
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事業所名  グループホームむく　　（１階）
作成日　：　　　　　　　　平成　26　年７月　 1日

事業所のサービス評価の実施と活用状況について振り返ります。「目標達成計画」を作成した時点で記入します。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

サービス評価の実施と活用状況表

【サービス評価の実施と活かし方についての振り返り】

実施段階
取　り　組　ん　だ　内　容

　（↓該当するものすべてに○印）

1 サービス評価の事前準備

①運営者、管理者、職員でサービス評価の意義について話し合った

②利用者へサービス評価について説明した

③利用者家族へサービス評価や家族アンケートのねらいを説明し、協力をお願いした

④運営推進会議でサービス評価の説明とともに、どのように評価機関を選択したか、について報告した

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 自己評価の実施

①自己評価を職員全員が実施した

②前回のサービス評価で掲げた目標の達成状況について、職員全員で話し合った

③自己評価結果をもとに職員全員で事業所の現状と次のステップに向けた具体的な目標について話し合った

④評価項目を通じて自分たちのめざす良質なケアサービスについて話し合い、意識統一を図った

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 外部評価（訪問調査当日）

①普段の現場の具体を見てもらったり、ヒアリングで日頃の実践内容を聞いてもらった

②評価項目のねらいを踏まえて、評価調査員と率直に意見交換ができた

③対話から、事業所の努力・工夫しているところを確認したり、次のステップに向けた努力目標等の気づきを得た

④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 評価結果（自己評価、外部評価）の公開

①運営者、職員全員で外部評価の結果について話し合った

②利用者家族に評価結果を報告し、その内容について話し合った

③評価機関へ評価結果を提出し、現場の状況を話し合った

④運営推進会議で評価結果を報告し、その内容について話し合った

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5 サービス評価の活用

①職員全員で次のステップに向けた目標を話し合い、「目標達成計画」を作成した

②「目標達成計画」を利用者、利用者家族や運営推進会議で説明し、協力やモニター依頼した（する）

③「目標達成計画」を評価機関へ説明し、提出した（する）

④「目標達成計画」に則り、目標達成に向けて取り組んだ（取り組む）

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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目 標 達 成 計 画

評価日：平成26年 7月1 日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目  標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成状況（任意）

1 35

月に1度避難訓練をしているが、シフトの都合で訓
練に参加出来ていない職員がいる。また訓練に
参加している職員も、しっかりと手順など把握出来
ていない現状がある。

職員全員が訓練ではあるが、危機感を持ち手
順の把握、迅速な避難が出来るようになる。

職員全員が均等に参加出来る様、シフトの調整
を管理者に前もって依頼する。
終了後反省会を行い、質問や問題点があれば、
明確にし、次回に活かしていく。

12 か月

以前は声が出なかったり、手順
に戸惑う職員が、回数を重ねる
と改善がみられる事からも、定
期的に訓練することの意味は
あると思うので今後も、月に1度
の訓練を継続していく。

2
54
55

高齢化と認知度の低下が見られるご利用者に対
して、出来る事もあるのに、手を出してしまう場面
が多くみられる。

個々のご利用者が、ご自分の力が発揮してい
ける様な場面を多く作っていく。

個々のご利用者の状態をしっかりと把握し、職員
同士で申し送りなどで情報の共有をする。
ご自分で、選択できる場面を意識し提案してい
く。

12 か月

声がけの際「～しましょう。」から
「～しませんか？」に変わってきた
が、まだ、してしまうケアがある。転
倒のリスクを避けるため、
出来ることも手伝う例もあった。
常に意識していく必要がある。

3 か月

4 か月

5 か月

目標達成に
要する期間

事業所名　グループホームむく　2階

作成日　：　平成　25年　8月　1　日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに次のステップへ向けて取り組む目標を職員一同で話し合いながら作成します。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り
組む具体的な計画を記入します。
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事業所名  グループホームむく　　(２階）
作成日　：　　　　　　　　平成　26　年７　月　 1 日

事業所のサービス評価の実施と活用状況について振り返ります。「目標達成計画」を作成した時点で記入します。
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○

サービス評価の実施と活用状況表

【サービス評価の実施と活かし方についての振り返り】

実施段階
取　り　組　ん　だ　内　容

　（↓該当するものすべてに○印）

1 サービス評価の事前準備

①運営者、管理者、職員でサービス評価の意義について話し合った

②利用者へサービス評価について説明した

③利用者家族へサービス評価や家族アンケートのねらいを説明し、協力をお願いした

④運営推進会議でサービス評価の説明とともに、どのように評価機関を選択したか、について報告した

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 自己評価の実施

①自己評価を職員全員が実施した

②前回のサービス評価で掲げた目標の達成状況について、職員全員で話し合った

③自己評価結果をもとに職員全員で事業所の現状と次のステップに向けた具体的な目標について話し合った

④評価項目を通じて自分たちのめざす良質なケアサービスについて話し合い、意識統一を図った

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 外部評価（訪問調査当日）

①普段の現場の具体を見てもらったり、ヒアリングで日頃の実践内容を聞いてもらった

②評価項目のねらいを踏まえて、評価調査員と率直に意見交換ができた

③対話から、事業所の努力・工夫しているところを確認したり、次のステップに向けた努力目標等の気づきを得た

④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 評価結果（自己評価、外部評価）の公開

①運営者、職員全員で外部評価の結果について話し合った

②利用者家族に評価結果を報告し、その内容について話し合った

③評価機関へ評価結果を提出し、現場の状況を話し合った

④運営推進会議で評価結果を報告し、その内容について話し合った

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5 サービス評価の活用

①職員全員で次のステップに向けた目標を話し合い、「目標達成計画」を作成した

②「目標達成計画」を利用者、利用者家族や運営推進会議で説明し、協力やモニター依頼した（する）

③「目標達成計画」を評価機関へ説明し、提出した（する）

④「目標達成計画」に則り、目標達成に向けて取り組んだ（取り組む）

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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